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Ⅰ　基本情報

複数施設を一括指定の場合、その理由：

名称

募集方法

業務の範囲

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

特定非営利活動法人　ワーカーズコープ

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：１施設

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 北区市民部地域振興課（757-2407）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成7年2月27日 延床面積

札幌市新琴似・新川地区センター 所在地 札幌市北区新琴似2条8丁目1-20名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1281.51㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の
増進に寄与する。

1階-体育室・会議室・和室・図書室　　2階-洋室・実習室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らが
センターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の
信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担
い手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁に
よる団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当セン
ター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体によ
り、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募
としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位
施設数：１施設
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Ⅱ　令和3年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ◎担当業種を問わ
ずすべての職員が
基本方針を理解し
運営に携わることが
できた。また利用者
や地域住民とのコ
ミュニケーションを
積極的に意識した
ことにより、その声
を反映しやすい運
営ができた。

◎全職員が節電を
はじめ環境に配慮
した運営に取り組む
ことができた。

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設運
営に取り組んでい
ると認められるこ
とから、要求水準
を達成している。

「すべての市民に平等に対応」「情報を広く地域に届
ける」「根拠となる条例等を遵守」という方針を策定
し、具体的に以下の取組を実施した。
・企画講座や交流事業では、受付や周知などで不公
平が生じないよう広報紙の発行時期と受付期間に
十分配慮した。その結果、参加者が広範囲から来館
するようになった。
・貸室については「使用承認取扱要領」の遵守によ
る運用の徹底と利用者に対する丁寧な説明を常に
心がけた。

◎情報を広く知らせ
る手段として「新・新
だより」を月1回の
ペースで定期発行
し、町内会の協力
のもと各町内へ回
覧した。講座や各種
事業のチラシを館
内のみならず近隣
施設へも掲示・配布
依頼し、積極的に周
知行動したことで情
報が確実に広く浸
透するようになっ
た。

■策定した方針や
関係規程等に基
づき、適正に取り
組んでいると認め
られる。

■エネルギー使
用量の節約やご
み減量、リサイク
ル等に積極的に
取り組んでおり、
要求水準を達成し
ている。

指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

所管局の評価

地域の住民が集うコミュニティ形成の場として、すべ
ての人をわけ隔てなく受け入れるとともに地域にお
ける住民の自主的な活動を促進することを基本に以
下の方針を策定した。
①公の施設であることを常に念頭におき、市民の福
祉や健康の増進に努め、公平な利用を供する管理
運営を行う。
②施設の効用を最大限発揮し、設置目的等に資す
る適切な管理運営を行う。
③住民のコミュニティ施設運営への参画、まちづくり
人材の育成、まちづくり活動の助長を促進する管理
運営を行う。
④サービスの維持向上に努め、安定的かつ継続的
なサービスの提供がなされるような管理運営を行
う。
⑤利用者や地域住民の声を常に把握し、細やかに
地域の課題やニーズをとらえ施設の管理運営に反
映させる。
⑥少ない経費で大きな効果を挙げるよう効率的な管
理運営に努める。

▼未使用室の照明や冷暖房のオフの徹底、カーテ
ンやブラインドの適切な使用による二酸化炭素排出
量の削減に努めた。グリーンカーテンの設置も行っ
た。
▼事業系廃棄物の再生可能率は昨年より3.5％アッ
プした。
▼廃油BOXを設置し回収にも協力している。
▼図書室閲覧用新聞類は近隣町内会の資源回収
事業に協力した。
▼環境への負荷が少ない無添加素材の洗剤を実習
室や給湯室、清掃時に使用している。
▼OA用紙などの文具事務用品やトイレットペーパー
はグリーン購入ガイドライン指定品を購入した。
▼札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種帳
票を提出した。環境マネジメント勉強会を実施した。

項　目 実施状況
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▼職員構成及び配置
人
数

1

1

7

1

1

2

2

▼人材の育成

◎適切な管理運営
を行うために必要な
組織整備や従事者
の確保・配置をした
ことで円滑な運営が
できた。職員の交代
はなかった。

◎外部研修や当法
人の内部研修に多
くの職員が参加し、
接遇など運営業務
に活かすことができ
た。各人の業務に
対するスキルおよ
び意識の向上にも
役立てることができ
た。

◎コロナ禍でも工夫
し各種会議を実施し
することにより情報
共有と事業運営に
ついて話し合う場を
持ったた。その結
果、全員が主体的
に運営に参加でき
た。

◎再委託業者選定
の際は可能な限り
複数の団体から見
積を取り決定した。
令和3年度も支障な
く業務を遂行でき
た。

■職員全員参加
の定例会議を開
催するなどによ
り、職員間の情報
共有や意識向上
の取組が十分なさ
れており、要求水
準を達成してい
る。

■適正に管理され
ていると認められ
る。

常勤

副館長

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

職種 配置部署 職務 雇用形態

館長 事務室 統括

事務室 事務・経理 常勤

事業運営 事務室 事務・講座 非常勤

司書 図書室 図書・講座 常勤

・管理運営を適切に行うため、館長、副館長を配置し、
日曜・祝日及び夜間についても職員の配置基準を厳
守した。

・職種にかかわらず指定管理者制度の知識や運営
に対する理解、接遇と苦情対応、救命救急講習、安
全管理・危機管理・事故予防についての勉強会を実
施した。
・施設運営に役立つ各種講習研修へすべての職員
が可能な限り積極的に参加した。
《参加例》
・職員スキルアップ研修・生涯学習施設職員研修・
中央図書館研修（普通救命救急講習・コロナウイル
ス感染症研修・防火防災研修・児童サービス研修・
安全衛生法令遵守研修・清掃研修）

▼清掃・事務・図書職員による日報の記入とそれを
もとにした情報共有のための夕礼を夜間職員と毎日
実施した。
▼業務水準及び職務意識の向上のため、全職員会
議を定例で実施した。また日勤事務・夜間事務・図
書の各セクション毎の会議も毎月実施し、問題点・
改善点を話し合った。
▼運営協議会委員に助言を求めた。

▼以下の業務を第三者委託した。これらの委託業
者により業務は適正に遂行された。
①予約システム運営業務　　②機械警備業務
③自動ドア保全業務　④消防設備保全業務
⑤自家用電気工作物保安管理業務
⑥エレベータ点検業務　⑦除排雪業務
⑧建築基準法定期点検業務⑨舞台装置保全業務
⑩ボイラ保全業務

司書 図書室 図書・講座 非常勤

図書 図書室 図書・講座 非常勤

清掃 全館 清掃・事業補助 非常勤

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

■管理運営業務
を適切に行い得る
組織が整備されて
いるとともに、従
事者が適切に確
保・配置されてお
り、要求水準を達
成している。また、
各勉強会の実施
や、講習・研修等
への参加など、人
材育成の取組が
十分なされてお
り、要求水準を達
成している。
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▼資金管理、現金等の適正管理

・利用料金・利用率報告
・令和3年度　講座交流事業報告
・最近の動向　・意見交換

■財務関係書類
を検査した結果、
資金や現金等の
管理が適正に行
われていると認め
られることから、要
求水準を達成して
いる。

◎利用者からの要
望・苦情があった場
合には担当者や館
長が迅速な対応と
適切な処理をしてい
る。職員全員で問
題を共有し市へも
随時報告している。
「利用者の声」に投
函されたご意見は、
回答を館内に掲示
した。

■適切に対応して
いると認められる
ことから、要求水
準を達成してい
る。

◎令和3年度は第1
回は書面での開
催、第3回は委員参
加とし内容について
は委員に意見を求
め運営に活かすこ
とができた。
第2・4回は担当課と
対面で行いコロナ
禍でも仕様書通り4
回開催できた。
議事録は市へ報告
するとともに一定期
間館内に掲示をす
ることにより利用者
へ周知することがで
きた。

■運営協議会が
所定の回数開催
され、必要な事項
について協議がな
されており、要求
水準を達成してい
る。

◎資金及び現金の
管理については取
り扱い規程をもとに
適切に運用した結
果、特に問題は起
きていない。

▼利用者からの要望・苦情受付体制として館内に
「利用者の声」と称した投書箱及び投書用紙を設
置。
▼職員全員が常時利用者からの苦情等の申し出受
付可能な体制を取り、必要に応じて担当への引き継
ぎを徹底している。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

＜協議会メンバー＞

▽　要望・苦情対応

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

第４回

・各連合町内会会長（新琴似・新琴似西・新川）
・各まちづくりセンター所長（新琴似･新琴似西･新川）
・地域サロン元会長
・利用者代表（男性1名・女性2名）
・札幌市北区市民部地域振興課長
・新琴似・新川地区センター館長及び副館長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上13名

▼関係機関一覧表を作成し、事業案内等の連絡な
どに利用した。

・指定管理業務に係る収支については独立した帳簿
及び預金口座で管理している。
・当法人本部経理部員による内部監査及び公認会
計士による外部監査を実施している。
・現金等の管理については定められた現金取扱規
定により適正に管理している。

・令和2年度　事業報告
・令和2年度　利用者アンケート報告
・令和3年度　活動予定
・最近の動向　・意見交換

・利用料金・利用率報告
・令和3年度　講座交流事業報告
・最近の動向　・意見交換

・令和3年度　4月～10月事業報告
・令和3年度　11月～3月活動予定
・最近の動向　・意見交換

第１回

第２回

第３回

開催回
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■各記録を適切
に取扱うとともに、
アンケートの実施
等による適切なセ
ルフモニタリング
の実施や、協定書
に基づく各報告書
類が適切に提出さ
れているなど、要
求水準を達成して
いる。

■関係法令が遵
守され、また、コ
ミュニケーションの
活性化などによ
り、職員の良好な
雇用環境が確保
されていると認め
られることから、要
求水準を達成して
いる。

■各維持管理が
適切になされてお
り、要求水準を達
成している。

◎警備・保守点検
は委託業者と連携
し、清掃および駐車
場管理は職員が適
切に維持管理を
行った。

◎就業規則・最低
賃金・安全推進者
の職務・36協定を常
時閲覧できる環境
を整えている。法令
遵守はもちろん、職
員間のコミュニケー
ションを密にし、風
通しのよい働きやす
い職場づくりをした
結果、多様な働き方
の選択を可能にす
ることができた。

◎職員の個人面談
を行い職場環境の
改善に取り組んだ。

◎日常的に記録を
取りスタッフ間で情
報を共有することで
サービス向上に努
めた。講座や事業
終了時には都度利
用者アンケートを確
実に実施し運営に
活かした。

▼日常的な日報記入をはじめ業務に関する記録を
確実に取り、円滑な運営に活かしている。
▼利用者アンケートの結果を館内に掲示した。
▼市による検査等への適切な対応と協力ができた。

▼施設で働く職員に対し、最低賃金889円を上回る
時給を支給した。
▼施設で働く職員に時間外労働又は休日労働させ
る場合は、書面による労使協定（36協定）により必要
な定めをし、労働基準監督署に届け出た。
▼すべての労働者を労災保険に、条件を満たす労
働者を雇用保険に加入させた。
▼労働者の勤務形態、家族状況等に応じて年金保
険、医療保険に適切に加入させた。また必要に応じ
て適切に届出等を行った。
▼1年に1回定期健康診断を実施した。
▼安全衛生推進委員を配置し日々の健康管理に努
めた。
▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかっ
た。
▼指定管理者の申込時に提出したワークライフバラ
ンスの取組に関して適切に実施した。
▼労働災害は発生しなかった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自
己評価の実施）

▼日常の館内清掃及び建物周囲の整備、備品管
理、軽微な修繕は可能な限り職員が対応している。
▼警備・保守点検等については前述のとおり第三者
委託により実施した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有
無などの安全衛生面を含む)

▼施設の案内、秩序維持、火災・盗難の事故予防な
ど利用者の安全確保、サービス向上への配慮に努
めた。
▼拾得物は利用者にわかりやすいよう事務室前に
設置したガラスケース内（常時施錠）に保管し、速や
かに持ち主に返却できるよう努めた。
▼指定管理者として必要な損害賠償保険に加入す
るとともに講座・事業参加者の事故・怪我などに備え
レクリエーション保険に加入した。

■利用者等の安
全確保が適切に
行われ連絡体制
が確立しているこ
とに加え、適切に
損害賠償保険に
加入しているな
ど、要求水準を達
成している。

◎施設内、敷地内
を定期的に点検し、
連絡体制も整備し
利用者の安全確認
を励行した結果、無
事故であった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

回
数

募
集

受
講
者

理
解
度
(%)

満
足
度
(%)

1 20 9 100 100

1 12 12 100 100

3 8組 8組 100 100

1 10 10 100 100

1 10 10 100 100

1 7 6 100 100

1 10 17 100 100

1 8 8 100 100

3 40 37 100 100

1 10 13 90 95

1 10 14 100 100

回
数

1

1

1

■適切に取組が
行われていると認
められることから、
要求水準を達成し
ている。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響がある中で、可
能な限り各種講座
を実施し、要求水
準を達成してい
る。また、実施した
講座において受
講者の理解度・満
足度が高かったこ
とは評価できる。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響がある中で、可
能な限り事業を実
施し、要求水準を
達成しているもの
と認められる。今
後も様々な事業を
企画・実施し、多く
の方の来館につ
ながることを期待
する。

◎消防や救命など
防災目的訓練を適
切に行い、職員の
意識向上を図ること
ができた。
◎札幌防火管理者
協会から優良事業
所として認定され
た。

◎この他に10講座
20枠を計画していた
が新型コロナウイル
スの影響により中
止にした。開講した
ものは好評であっ
た。

◎定員以上の申込
があった場合は、講
師と相談の上、開
講場所を広い部屋
に移す、時間をずら
してもうひと枠開講
するなどの調整を
行い対応をした。

◎健康体操教室は
新琴似・新川両地
区の介護予防セン
ターと協力して実施
した。

◎当初計画は12事
業だったが9事業は
新型コロナウイルス
の影響により中止
にした。実施できた
ものは好評であっ
た。

第1弾

▼防災計画を策定するとともに7月に14人、3月に12
人の職員参加で自衛消防訓練を実施した。
▼札幌防火管理者協会火災予防勉強会（12月）、防
火管理者セミナー（9月・10月）に参加した。
▼札幌防火管理者協会による救命講習会に8人参
加した。
▼AEDの毎日の動作確認と付随品の期限確認を
行った。

実績計画

講座数 14 11

▽　防災

冬休み小学生
工作講座

100

ベビーマッサージ
講座

100

新聞ちぎり絵講座

130

こども体操教室
(小学１～２年生)

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

39 15

受講者数 189 152

講座名
参加数
/定員
（％）

夏休み小学生
工作講座

45

回数

170

手づくりをたのしむ
こぎん刺し講座

こども体操教室
(４才から未就学児)

86

100

100
クリスマスリー
スを作ろう

第2弾

参加者数 846 94

相続のきほんと遺言書

140

おもちゃクリニック(夏) 20 73

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

実績計画

100

健康体操教室 93

事業数 12 3

回数 14 3

冬休みこども司書体験 2 1

おもちゃクリニック(冬) 20 20

事業名
目標人

数
参加者

数

6



（別紙１）

▽図書業務

▼テーマ展示

①季節ごとの児童向け絵本展示と装飾

②図書スタッフのおすすめコーナー

③一般向けのテーマ展示

・ガーデニング、芥川賞・直木賞及び作家の特集など

▼HPと館内に新着案内を掲載

▼予約ベスト50を館内に掲示

▼利用状況

▼その他

◎書架整理と速や
かな資料の修理を
行い休室期間を利
用して大掛かりな本
の移動や新コー
ナーを設置する等、
快適に利用してもら
える図書室づくりを
行った。

■要求水準を達
成しているととも
に、図書室の利用
促進に向け、様々
な取組を行ってい
ることは評価でき
る。

◎読み聞かせは再
開に向けてよりよい
方法を模索してい
る。
◎作家ごとの絵本
コーナーを増やして
ほしいという声にす
みやかに対応し多く
の利用者に好評
だった。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響がある中で、可
能な限り事業を実
施したことは評価
できる。

■引き続き地域住
民との交流を深
め、今後の事業展
開に生かしていく
ことを期待する。

◎職員が地域サロ
ン・子ども会のイベ
ント・老人クラブの
定例会等の行事に
ボランティアとして
積極的に参加し繋
がりを深めることが
できた。

・新型コロナウイルス感染症対策のため休止してい
る読み聞かせと修理本ボランティアの今後について
・利用者の声からの対応について
・中央図書館主催の来館者アンケート実施

◎新型コロナウイル
ス感染症対策がと
れると判断したもの
を実施した。

▽　事業に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

バドミントン 12月～3月 4

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業(無料)に関する業務

事業名 実施期間 回数

自習 10月～3月 11

卓球 12月～3月 4

囲碁 12月～3月 4

▼地域の子ども会・老人クラブ・地域サロンと協力を
した。

新・新サロン 1月～3月 3

▼「としょしつだより」を月1回発行し、広く利用者に
情報提供を行った。

◎新型コロナウィル
ス感染症対策のため
休室となった期間が
あったので貸出数が
減った。相互貸借も
できない期間があり
減少。レファレンス
数、登録者数が増え
たのはコロナ禍で家
で読書する人が増加
したことも一因であっ
た。

令和2年度 令和3年度 増減

開室日数 254 203 ▲ 51

登録者数 217 251 34

貸出数 68,845 63,610 ▲ 5,235

相互貸借数 111 43 ▲ 68

レファレンス件数 1,879 2,057 178
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（別紙１）

▼中央図書館主催来館者アンケートの結果

・実施方法

・結果概要

・年齢

　

配布はカウンターで手渡しと、図書室に配置し声掛
け。回収は図書室内に回収箱を設置。カウンターで
も受け取り。

実施期間 配付 回収 回収率

30歳代 5 10%

10/5～10/29 50 49 98%

回答 回答者数 比率

12歳以下 3 6%

80歳以上 5 10%

・お住いの区

70歳代 18 37%

40歳代 7 14%

60歳代 11 23%

回答 回答者数 比率

北区 46 94%

西区 2 4%

手稲区 1 2%

・職業

回答 回答者数 比率

小学生 2 4%

会社員・公務員 6 12%

自営業・自由業 3 6%

パート・アルバイト・フリーター 1 2%

専業主婦・専業主夫 10 20%

無職 26 54%

未記入 1 2%

・本の種類、数

回答 回答者数 比率 ◎不満の理由は記
入されていなかっ
た。満足 11 22%

どちらかといえば満足 30 62%

どちらかといえば不満 7 14%

不満 1 2%

わからない 0 0%

未記入 0 0%

・本の探し方や調べ方の相談

回答 回答者数 比率 ◎利用者の希望を
少しでも多くかなえ
られるよう、レファレ
ンスに力をいれたた
め利用者から好評
だった。

満足 22 45%

どちらかといえば満足 16 33%

どちらかといえば不満 2 4%

不満 0 0%

わからない 7 14%

未記入 2 4%

◎若い層の利用者
を増やすことが、今
後の課題である。
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・行事の充実度（テーマ別本の展示、映画会、後援
会など）

回答 回答者数 比率 ◎季節や時事問題
などのテーマ別の
展示の他に、地区
センターの講座にあ
わせての特集も
行ったため利用者
から好評だった。

満足 10 20%

どちらかといえば満足 16 33%

どちらかといえば不満 1 2%

不満 0 0%

わからない 18 37%

未記入 4 8%・館内の蔵書検索機や自宅などからのインターネッ
トを活用した蔵書の検索・予約システムの使いやす
さ

回答 回答者数 比率

満足 16 33%

どちらかといえば満足 16 33%

どちらかといえば不満 1 2%

不満 0 0%

わからない 10 20%

未記入 6 12%

・子どもの成長に応じた本やイベントなどの充実度

回答 回答者数 比率

満足 6 12%

どちらかといえば満足 15 30%

どちらかといえば不満 0 0%

不満 0 0%

わからない 20 41%

未記入 8 17%

・図書館内の設備（照明・トイレ・冷暖房・表示など）

回答 回答者数 比率

満足 27 55%

どちらかといえば満足 20 41%

どちらかといえば不満 0 0%

不満 0 0%

わからない 2 4%

未記入 0 0%

・図書館だよりやホームページ等による情報提供

回答 回答者数 比率

満足 15 31%

どちらかといえば満足 16 33%

どちらかといえば不満 2 4%

不満 0 0%

わからない 11 22%

未記入 5 10%
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・図書館職員の対応

回答 回答者数 比率

満足 43 88%

どちらかといえば満足 6 12%

どちらかといえば不満 0 0%

不満 0 0%

札幌市電子図書館を
知らない

2 4%

不満

わからない 0 0%

未記入 0 0%

・全体的な満足度

回答 回答者数 比率

満足 29 59%

不満 0 0%

わからない 0 0%

未記入 0 0%

◎アンケート結果は
一定期間図書室に
掲示をすることによ
り利用者へ周知す
ることができた。

・インターネットで利用可能な札幌市電子図書館の
電子書籍の種類や数や満足度について

どちらかといえば満足 19 39%

どちらかといえば不満 1 2%

回答 回答者数 比率 ◎不満の理由は記
入されていなかっ
た。満足 7 14%

どちらかといえば満足 7 14%

2 4%

札幌市電子図書館を
利用していない

16 33%

どちらかといえば不満

5 10%

未記入 10 21%

・利用者からのご意見・ご要望とその対応
〇最近のカタカナ語の意味のわかる本があるとうれ
しい
→最新カタカナ語辞典を購入しました
　
〇人気本は予約待ちが多い。所蔵、一度に貸し出
す冊数を増やしてほしい。
〇電子書籍の数が増えると嬉しいです
→中央図書館に要望として伝えました

〇新型コロナウィルス感染症対策の休館中も貸出
があって、本当に良かった等、お礼や応援の言葉も
多数いただきました
　

10
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし）

◎新型コロナウイル
ス感染症対策で休
館や活動を自粛し
たサークルがあった
ため件数は減少し
たが、貸室の空き
状況の案内等きめ
細やかな対応を
行った結果、全体の
稼働率は前年度を
2.6%上回った。

■要求水準を達
成していると認め
られる。
　新型コロナウイ
ルス感染症の影
響等により、利用
件数・人数は計画
を下回ったが、稼
働率は前年度を
上回る結果となっ
ていることは評価
できる。引き続き、
利用促進に向け
た取組を継続する
よう期待する。

■適切に取組が
行われていると認
められ、要求水準
を達成している。
引き続き、利用者
の立場に立った広
報業務を行ってい
くことを期待する。

389

会議室

件数(件)

人数(人） 3,291 3,300 3,074

実習室

56 50.8

4,877

72

和室B

件数(件) 383 400 357

人数(人） 1,549 1,550 1,387

稼働率(％) 37.0 38 46.1

18,846

稼働率(％)

稼働率(％) 55.1

件数(件) 300 310 263

人数(人） 2,630 2,650 2,322

稼働率(％) 30.7 31 34.1

1,997 1,678

71.4

▽　利用促進の取組

689 700 544件数(件)

72 75.1

70.9

730 585

人数(人） 25,118 25,200

67.5 68 70.3

50.8

470

（5）施設利用
に関する業
務

R2年度実績 Ｒ3年度計画

7,500 5,008

稼働率(％) 71.1

（6）付随業務 ▽　広報業務

洋室B 6,550

▽　不承認0 件、 取消し897 件, 減免0 件, 還付320 件

467

724

Ｒ3年度実績

2,000人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

和室A

46.6稼働率(％) 47

件数(件) 539

件数(件)

540 389

体育室

人数(人）

517

稼働率(％)

洋室A

698 700

6,517

7,479

▼センター広報誌「新・新 だより」を月1回発行し積
極的に地域に情報発信した。各連合町内会の協力
のもと、新琴似・新川地区の約2,500世帯に回覧して
いる。地域の公共施設にも配架の依頼をした。
▼講座・事業は近隣新聞店のミニコミ誌、地域の情
報誌にも掲載。
▼講座・事業の内容や施設活用事業の中止などは
ホームページで逐次更新し、最新情報を提供すると
ともに空室状況も掲載。
▼ホームページをリニューアルしウエブアクセシビリ
ティに配慮した。適合レベルAAに取り組んだ。
▼館内には札幌市の施策に係る情報も提示した。

人数(人）

▽　引継ぎ業務

▼取消しは新型コロナウイルス感染症感染防止の
ため貸室利用申込後に取消しになった件数
▼還付は新型コロナウイルス感染症感染防止のた
め貸室利用がキャンセルになった返金件数

▼利用申込重複時は職員が可能な限り利用者間の
調整役となり利用可能な方策を講じることに徹した。
▼電話・インターネットでの申込や変更キャンセルに
ついて丁寧な説明と周知を実施した。
▼講座を定期利用のない時間帯で行い、サークル
化の促進を行った。

◎各事業終了後の
アンケート結果を見
ると毎月発行の
「新・新だより」や回
覧、講座毎のきめ
細かな広報チラシ
作成と配架は有効
な手段として活用で
きていることが伺わ
れる。ミニコミ誌・情
報誌での広報も積
極的に行った結果
北区外の参加者も
増えた。

◎令和3年度は講
座からサークルへ
の移行はなかった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

▽　自主事業

■市内企業の活
用や障がい者就
労施設の受入を
行うなど、適正に
事業が実施されて
いるものと認めら
れる。

◎福祉施設の利用
者や職員と地域住
民の交流および製
品の販路拡大に協
力するため、ロビー
で比較的来館者の
多く見込める日に販
売した。毎月楽しみ
にしている利用者も
多い。

▼市内企業の活用

・再委託業務は可能な限り市内企業に発注した。

▼福祉施策への配慮

・市内の障がい者支援施設によるロビーでの販売実施。
　パン・クッキー等食品の販売（3団体が月1回ないし2回販売）。

・受付カウンターに盲導犬育成募金協力のため、ミーナの募金
箱を設置。

・1階ロビーに福祉団体の自動販売機を3台（母子寡婦連2台・肢
体不自由児父母の会1台）設置し、日常の維持管理を代行した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼飲料用自動販売機1台　売上高57千円 ◎館内に設置して
いる4台の自動販売
機のうち1台を自主
事業で運営し、利益
は利用者に還元し
ている。

12
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■利用者アンケー
トの調査結果は要
求水準を上回るも
のとなっており、
評価できる。アン
ケートの結果を受
けて利用者の
ニーズを的確に把
握することで、今
後のより良い施設
運営に生かしてい
くことを期待する。

７０代

８０代以上

結果概
要

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

女性 413

配布 回収 回収率

736 528 72%

実施期間

11/1～12/10

年齢

回答

～20代

30代

40代

50代

６０代

回答 回答数 比率(%)

男性 108 22%

回答しない 4 1%

回答数

55

20

48

57

109

184

53

比率(%)

10%

4%

9%

11%

21%

34%

10%

未記入 2 1%

利用頻度

回答

週に数回

月に数回

年に数回

ほとんど利用しない

未記入

回答数

166

264

60

25

13

比率(%)

31%

51%

11%

5%

2%

居住地域

回答

未記入

北区外

他の北区

新川

新琴似

2

92

58

114

262

回答数

30

38

0

446

回答数

0%

82%

比率(%)

5%

7%

35

49%

比率(%)

来館目的(複数回答)

未記入

講座などその他

1%

17%

11%

22%

◎サークルには代
表者だけではなく
サークル員1人1枚
で記入するように依
頼した。

図書室

憩いの場事業での利用

貸室利用

回答

◎アンケート実施期
間は、地域の憩い
の場づくり施設活用
事業（無料）を中止
にしていたため回答
数はゼロだった。

76%

未記入 3 1%

配布は事務室窓口で手渡しと、ロビー・図書室に配
置し声掛け。
回収は館内3か所に回収箱を設置。事務室窓口と図
書室カウンターでも受け取り。

6%
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◎貸室の申込方法
等は、毎回丁寧に
伝えている。

◎アンケート結果は
一定期間館内に掲
示をし利用者へ周
知をした。問題点は
全職員で共有し改
善に取り組んだ。期
間外でも意見要望
があれば対応した。

◎利用したくないの
理由は記入されて
いなかった。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

公共交通機関

自動車

自転車

徒歩

回答

ぜひ利用したい

回答

未記入

利用したくない

どちらでもない

2%

1%

1%

3%

1

2%

1%

5%

45%

18%

29%

比率(%)

10

3

32

273

106

176

回答数

交通手段(複数回答)

未記入

その他

館内の清掃状況について

未記入

とてもわるい

わるい

ふつう

よい

とてもよい

回答

2

0

0

52

202

272

回答数

1%

4

18

236

259

回答数

1%

0%

0%

12%

40%

47%

比率(%)

また当地区センターを利用したいですか

どちらかといえば利用したい

利用したい

〇貸室について
・和室、体育室のステージが汚れている→改善します。
・料理を作れるようになって欲しい→令和3年10月15
日から条件付きで可能になりました。

〇施設・運営について
・破損しているテーブルの交換希望→札幌市と相談
しながら予算内で優先順位をつけて交換する予定で
す。
・廊下に靴箱が欲しい→靴箱を設置する場所の確
保ができません。
・駐車場について、広くして欲しい、車止めをつけて
欲しい→駐車スペースは限られています。ご理解く
ださい。車止めは除雪の関係もあり設置の予定はあり
ません。
・地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）を早く
再開して欲しい→新型コロナウイルス感染症対策が
とれる一部の事業については順次再開しています。

〇運営についてお褒めの言葉も多数いただきました

0%

0%

10%

38%

51%

比率(%)

職員の言葉遣いや態度について

未記入

とてもわるい

わるい

ふつう

よい

とてもよい

回答

5

0

0

64

209

250

回答数

45%

48%

比率(%)

10

14
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

◎利用料金収入は
新型コロナウイルス
感染防止のため昨
年度より減収となっ
たが札幌市からの
補填があり計画を
上回った。

◎自主事業の利益
還元は和室の畳表
替えと普段は購入
が難しい既刊本を
センター図書室に
購入した。

◎貸室利用者の要
望により購入した備
品は喜ばれている。

7

自主事業による利益還元 70 57 ▲ 13

法人税等

４　収支状況

25,853 25,853 0

利用料金 8,250 7,307

Ｒ３年度計画 Ｒ３年度決算

▽　収支

616 下記のとおり

項目 差（決算-計画）

（千円）

▲ 943

指定管理費

1,894

指定管理業務収入 35,303

37,190 1,900

自主事業支出 30 0 ▲ 30

支出 35,290

37,240 1,937

収入 35,403 37,297

1,93035,260 37,190

収入-支出 113 107 ▲ 6

50

純利益 0 0 0

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

43

【参考】 Ｒ3年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼オンブズマンからの調査の依頼はなかった。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）につい
て、暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかっ
た。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響があったもの
の、計画を上回る
収入を確保し、計
画的な予算執行
に務め適正に運
営されている。ま
た、積極的な利益
還元を行ったこと
は評価できる。

▼その他の収入
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休館分の補填額3,777千
円、講座115千円、印刷･コピーサービスによる収入187千円を含
む。
【内訳】
コピー機　　259件　  　 2,381枚　　（前年　268件　  　 2,541枚）
印刷機　　  178件　　  88,815枚　 （前年  221件　  95,040枚）
▼自主事業による利益還元としてセンター図書室の本23冊を購
入、和室の畳表替えを行った。
▼指定管理業務による利益還元として会議室テーブル・貸室用
サーモスポット・AEDパット（大人・子ども）ジャンボスリッパ・和室
畳表替え（自主事業還元金で不足分）など利便性を考慮した備
品購入及び対応をした。

その他 1,200 4,080 2,880

自主事業収入 100 57 ▲ 43

指定管理業務支出

▼特定非営利活動法人ワーカーズコープは全国に拠点を持つ
協同労働の協同組合組織であるため、安定経営を維持できるよ
うすべての事業所・現場が相互に連携して常に経営改善に取り
組み運営にあたっている。

15
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Ⅲ　総合評価

　
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、施
設の設置目的に沿った適切な運営管理が行われてい
る。積極的な施設の利用促進に務めており、利用者から
の評価も高い水準を維持していることは評価できる。
　引き続き、円滑な施設運営を行っていただくとともに、
利用者のニーズを踏まえながら様々な事業に取り組み、
更なる利用促進を図っていくことを期待する。

 
　改善指導・指示を要する事項は特になし。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

◎来年度も、設置目的である地域住民のコミュニティ活
動の助長および生涯学習の普及振興、福祉の増進に寄
与することを念頭におき、的確に地域のニーズを把握
し、新型コロナウイルス感染症予防対策のとれる区民講
座、交流事業、地域の憩いの場づくり施設活用事業（無
料）を企画・実施していく。

◎新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底し利用者
が安心して利用できるよう管理業務の遂行に努める。

◎運営協議会委員に助言を求め、利用者に対して公平
公正な施設運営を行う。

◎施設の維持管理は日々の点検をしっかり行い対応す
る。

◎障がい者や生活困窮者の社会的理解や就労支援な
どに積極的に関わる活動をする。

◎ホームページのウエブアクセシビリティの維持・向上
に努める。

◎職員の意識向上とスキルアップのため内外の研修に
積極的に参加をする。

◎新型コロナウイルス感染症対策のため施設の休館や
貸室のキャンセルもあったが新規利用申込も増え利用
の拡大につながった。

◎利用者の安全のため換気・消毒を徹底した。また、利
用者自身に感染予防対策の意識を高めてもらえるよう
に促した。

◎区民講座・地域交流事業・地域の憩いの場づくり施設
活用事業（無料）は新型コロナウイルス感染症対策がと
れるもののみ実施した。実施した事業は高い評価を得
た。

◎軽微な修繕等は可能な限り職員で行った。電気、水
道、ガスの節約にこまめに努め、例年外注にだしていた
業務（草刈り等）も職員で行い経費削減に取り組んだ。

◎子ども会、老人クラブの行事に職員がボランティアで
協力するなど、積極的に支援したことにより地域住民と
の関係をより深めることができ、地区センター運営の更
なる理解や利用につながった。

◎市内の授産施設によるロビー販売活動も支援した。
障がい者に対する社会的理解を求めていく活動の場と
考えている。
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